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地盤環境リスクと環境負荷の考え方とその評価事例







































































~1Ji:コス ト 目 J; tぴトータルコストに占的弔環境コスト的問台 Mし〉臼>Aどへト




































































































































































































ファイトレメデPイ バイオレメデイエー 化学的処理 物理的・熱的処I理エーンヨン ンヨン
処理対象物質 重金属類， VOC ノリ'ilクロム， VOC 重金属#1， VOC 重金属類，voc 
処理コスト 。 。 ム~x (技術で異なる ) ム~x (技術で異なる )
環境コスト 。 ム × × 
目1効性 (短期浄化) × A 。 。
土嬢の温度・温度等がワえる処 × × 。 。理能力への影響
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土壌汚染処厘技術として， 表-1に示す凹つの方法
(ファイ トレメディエーション，バイオレメディエーシ
ョン，化学的処理，熱的処理)を取り上げてリスク低減
効果と環境負荷の関係を考察する。環境負荷については，
これまでに提案されている環境コスト2)に着目し，処理
コストと環境コス卜の和をトータルコス トとする。環境
コストは，処理に伴って生じる一階化炭素の排出量やさ1:.
態系に及ぼす影響などによって表されるものとする。
図 7に各処理方法に対するリスク低減効果と処理コ
ストおよび トー タルコス卜の関係を示す。ファイトレメ
ディエーションやバイオレメディエーションは， 効果が
発揮されるまで時聞がかかるが，その聞にモニタリング
を併用することで環境リスクを低減できると考えられる。
一方，化学的処理や熱的処理はエネルギー消費が高く ，
環境コス卜が大きくなる。そのため，環境負荷を考慮し
たトータlレコス トで考えると，低負荷型土壌汚染処理に
比べて化学的処理や熱的処理はコス卜がかなり大きくな
ることが想定される。
従来は，廃棄物処埋，再生品利用および汚染土刈策に
おいて，地盤環境リスク左環境負荷を個別に議論してき
たが，今後はこれらの両方を考慮しながら，より合理的
な対策を行う ことが望まれる。
廃棄物処芳~や再生製品利用における環境負荷の評価事
例として，環境コス トの算定例を示した。また，土壌汚
染対策の環境負荷や健康被害リスクの考え方の事例を紹
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